
平成 23 年〜25 年 厚生労働科学研究費補助金（新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業） 
（分担）研究報告書 

 
題名 JSPFADデータベースの維持・継続および発症リスク解明 

 
研究分担者：岩永正子(慈恵医大)・渡邉俊樹(東大院)・岡山昭彦(宮崎大医)・宇都宮與(今村病院分院) 
                          内丸薫(東大医科研)・高起良(JR大阪鉄道病院)・魚住公治(鹿児島医療センター) 
                        緒方正男(大分大医)・望月学(東京医科歯科大)・鴨居功樹(東京医科歯科大) 
                         相良康子(日赤九州ブロック血液センター)・山口一成(国立感染研) 
研究協力者：上平憲(長崎市民病院) 

 
研究要旨： HTLV-1 関連疾患の全国疫学コホートである JSPFAD において, 18 都道府県 50
施設より集積された累積症例数 2,909 人(HTLV-1 キャリア 2196 人, ATL 523 人, HAM 53 人, 
HU107 人), 累積検体数 8,338 検体のデータベースを維持・継続した. 追跡期間中に,キャリ
アから ATL 26 例, HAM3 例へ進展した. ATL 進展者のうち 24 例は登録時プロウイルス量が
4%以上であったが, HAM 進展者の登録時プロウイルス量は 4%以下であり, 疾患の発症に
プロウイルス量以外のファクターが関わっている可能性が示唆された.バイオマテリアル
は, 浜口班の HTLV-1 検査法標準化確立を含む計 12 件の HTLV-1 研究に対し供給され,マテ
リアルバンクとして有効に活用された. 

Ａ．研究目的  
本研究分担者グループは, 平成14年から継続してい
るHTLV-1関連疾患の全国疫学コホートであるJSPFA
Dを継続・維持することによって, 1) HTLV-1ウイル
ス量測定を基礎的指標としてHTLV-1関連疾患 (ATL,
 HAM, HU) の発症リスクを疫学的に解明すること,
 2)HTLV-1感染者のマテリアルバンクとして機能し
HTLV-1検査法標準化確立グループの研究やHTLV-1
関連疾患の発症に関連する新たなバイオマーカー探
索研究をサポートするこよによって HTLV-1キャリ
アの発症リスクの解明に貢献することを目的として
いる. 
  
Ｂ．研究方法 
・JSPFADデータベースの維持・継続 
既に確立されたJSPFADの研究実施方法に基づいて,
血液検体・臨床情報・疫学情報の収集を行う. 具体的
には, 同意が得られた研究対象者からの検体と情報
を, 全国の研究協力実施医療機関の担当者が東大医
科研に送付後,検体は東大医科研の検体データベース
に登録し, 生物学的処理を行いバイオマテリアル（細
胞, DNA, 血漿）として保管する.その一部を用いて
ウイルス学的解析（プロウイルス量の測定とモノク
ロナリティー検査）などを行い, 残余バイオマテリア
ルは日赤九州ブロック血液センターへ送付して長期
保存する. 臨床・疫学情報は慈恵会医大へ送付して疫
学データベースに入力し管理維持する. 
 
・HTLV-1キャリアのATL・HAM発症リスク評価 
JSPFADデータベース内のウイルス学的情報・臨床情
報・疫学情報を定期的に付きあわせ, HTLV-1キャリ
アからATLおよびHAMへの発症リスクを疫学的に解
析する. 
 
・バイオマテリアルバンクの活用 
バイオマテリアルバンク利用申請があった浜口班の
HTLV-1検査法標準化確立グループおよびHTLV-1関
連の研究を行っている国内外研究者に対して, JSPF
ADデータベースから研究目的にあった対象者の検
体を選別し, 細胞・血清・DNAなどのマテリアルを

供給する. 
 
（倫理面への配慮）すべての研究協力実施医療機関
は当該施設の倫理委員会による研究実施承認を受け
ており, すべての研究協力対象者からはインフォー
ムドコンセントが得られており, すべての情報は匿
名化コード処理されて収集される仕組みとなってお
り, 十分な倫理面の配慮がなされている. 
 
Ｃ．研究結果 
・JSPFADデータベースの維持・継続 
  研究協力実施医療機関は, 平成23年度15都道府県4
3施設, 平成24年度17都道府県47施設, 平成25年度18
都道府県50施設と増加し, 個別登録者数は, 平成23年
度2,363人, 平成24年度2,691人, 平成25年度(12月現在
まで) 2,909人と増加し, 累積検体数は, 平成23年度6,
199検体, 平成24年度7,309検体, 平成25年度(12月現
在まで) 8,338検体と増加した (図1).  
  平成25年度(12月現在)までの登録者2,909人の疾患
別内訳は, HTLV-1キャリア2,196人(76%), ATL523人
(18%), HAM53人(2%), HU107人(4%), 診断不明30人
(1%)であった(図2). 男女比は,キャリア0.49, ATL1.02,
 HAM0.27, HU0.61と, ATLを除いて女性の登録者が
多かった. 
 
・HTLV-1キャリアからのATL進展リスク(図2) 
  HTLV-1キャリアとして登録され, 追跡期間中にA
TLに進展した症例は, 平成22年度までに18例であっ
たが,平成23年度から平成25年度の期間に新たに計8
例が進展し計26例 (男性10例, 女性16例)となった. 
進展者26例中, 登録時プロウイルス量が4%以下の症
例は2例のみで,のこり24例は4%以上であった. 
  進展者26例中, 19例(73%)がindolent type (くすぶ
り型・慢性型)に進展し, 7例(26%)がaggressive type 
(急性型・リンパ腫型)に進展した. Indolent type進展者
19例中, 16例がくすぶり型で3例が慢性型であった.く
すぶり型に進展した16例中1例が経過観察中慢性型に
病型移行した. Aggressive type進展者7例中2例は急性
型に移行, 2例はリンパ腫型に移行していた. 残り3例
は, まずindolent type (くすぶり型・慢性型)に進展し



たのち, 急性型に移行していた.  
 
・HTLV-1キャリアとHUからのHAM進展リスク 
HTLV-1キャリアとして登録され, 追跡期間中にATL
に進展した症例はこれまでの累積で3例(男性1名,女
性2名)であった. 進展した3例とも登録時PVLは4%以
下であった. また, HUとして登録され,追跡観察中に
HAMに進展(合併)した症例もこれまでの累積で3例
(すべて女性)であり, いずれも登録時PVLは4%以下
であった. 
 
・HAMからのATL進展リスク 
50例のHAM患者から,平成25年度までにATL進展し
た症例はいなかった.ただし,ATLで登録された症例の
中にHAM既往者が2例存在した. 
 
・ATLの病型移行 
ATL登録者523例中,250例は登録時indolent type (く
すぶり型・慢性型)であったが, 平成25年度までに52
人が経過観察中にaggressive type (急性型・リンパ腫
型)に進展した.進展率は20.8%であった. 
 
・バイオマテリアルバンクの活用状況 
平成25年度までに12件の研究に対しマテリアルの提
供を行った.これらの研究成果について6件の学会報
告と3件の論文報告があった. 
 
Ｄ．考察 
 約2000人のHTLV-1キャリア母集団から, 平成23年
〜25年の3年間に新たに9人がATLに進展し,年間粗発
症率はHTLV-1キャリア1000人あたり1.5人と概算さ
れ,これまで多くの日本の先行研究で概算されていた
年間粗発症率と同程度であった. 
 ATL進展者の92%はプロウイルス量が4%以上の高
リスクキャリアから進展していたが, 8%はプロウイ
ルス量が4%以下の低リスクキャリアから進展してお
り, プロウイルス量高値以外のリスクファクターが
確実に存在する可能性が示唆された. HTLV-1キャリ
アからのATL進展・HAM進展は非常に頻度が低いた
め, 通常の横断研究では把握することのできない疾
患発症の実態解明が, 本研究のさらなる長期的な追
跡調査により期待される. 
 バイオマテリアルバンクの機能としては,本年度は
4件ものHTLV-1関連疾患の研究にバイオマテリアル
を供給し,マテリアルバンクとして十分に機能した. 
HTLV-1感染者の検体を長期に継続的に保存してい
るバイオマテリアルバンクは他に類がなく, 今後も
HTLV-1関連疾患の研究の発展に大いに寄与できる
ものと期待される. 
 
Ｅ．結論  
  追跡期間中にキャリアからATLへ 26例, HAMへ4
例が進展した. ATL進展者のうち24例は登録時プロ
ウイルス量が4%以上であったが, 2例のプロウイル
ス量は4%以下であり, ATL進展にプロウイルス量以
外のファクターが関わっている可能性が示唆された.
HAM進展者全員の登録時プロウイルス量は4%以下
であり, ATLとHAMの発症に関わるウイルス量の意
義に相違があることが示唆された. 
 
Ｆ．健康危険情報  なし 

 
Ｇ．研究発表 
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